
地域一体で育む津市の「農」
　
津
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、

市
内
の
農
業
経
営
体
数（
農
業
を
営

む
個
人
や
法
人
な
ど
）は
２
０
１
５

年
の
３
８
８
４
か
ら
２
０
２
５
年
に

は
１
９
７
４
に
半
減
し
、
経
営
耕
地

面
積
も
５
７
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

４
７
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
し
ま

し
た
。
一
方
、
１
経
営
体
当
た
り
の

耕
地
面
積
は
約
1.6
倍
に
拡
大
し
て
お

り
、
農
業
を
支
え
る
人
が
減
る
中
、

一
人
一
人
の
負
担
は
著
し
く
増
加
し

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
支
え
る
た
め
、

津
市
で
は
農
地
保
全
や
農
業
を
担
う

人
材
の
育
成
・
確
保
、
農
道
や
水
路

等
の
更
新
・
維
持
管
理
に
年
間
約
８

億
円
を
投
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

約
41
％
に
あ
た
る
約
３
億
３
千
万
円

は
国
県
支
出
金
を
財
源
と
し
て
お

り
、
担
い
手
の
経
営
発
展
や
新
規
就

農
者
へ
の
支
援
、
大
規
模
な
土
地
改

良
事
業
な
ど
、
国
・
県
・
市
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
農
業
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
国
や
県
と
連
携
し
た
取

り
組
み
に
加
え
て
、
津
市
で
は
、
水

田
で
コ
メ
以
外
の
麦
や
大
豆
な
ど
を

作
付
す
る
農
業
者
へ
の
交
付
金
や
、

集
落
営
農
組
織
が
導
入
す
る
農
業
用

機
械
、
地
域
が
行
う
土
地
改
良
事
業
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へ
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
令
和
版
営
農
会
議
」
を

通
じ
て
見
え
て
き
た
現
場
の
切
実
な

課
題
に
対
し
て
、
毎
年
約
１
３
０
０

万
円
の
予
算
を
確
保
し
、
津
市
独
自

の
「
営
農
継
続
支
援
事
業
」
を
令
和

６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
が
し
に
く
い
農
地
を
借
り

て
耕
作
す
る
人
へ
の
支
援
や
、
農
地

を
ま
と
め
て
大
き
な
区
画
に
す
る
取

り
組
み
へ
の
支
援
に
加
え
、
令
和
８

年
度
か
ら
は
農
機
具
の
修
繕
費
も
支

援
し
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

者
の
法
人
化
や
人
材
雇
用
の
促
進
、

新
規
就
農
者
へ
の
小
規
模
機
械
の
導

入
の
支
援
な
ど
、
持
続
的
な
営
農
体

制
の
強
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
鳥
獣
害
・
虫
害
か
ら
農

地
を
守
る
対
策
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
防
除
の
薬
剤
購
入
費
支
援

や
、
カ
ラ
ス
捕
獲
報
奨
金
の
創
設
を

行
う
な
ど
、
現
場
の
実
態
に
即
し
た

き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
わ
る
今
、
必
要
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
農
業
者
が
抱
え
る
課
題
に

応
じ
た
支
援
で
す
。
今
後
も
本
市
の

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
支
援
策
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

次の世代へ—

つなぐバトン

令和８年10月号3


